
モビリティ戦略特別セミナー                                                 ２５０３９ 

欧州の自動車リサイクル動向と 
日産のサーキュラーエコノミーの方向性 

 

講 

師 

公益財団法人日本生産性本部 コンサルティング部  
エコ・マネジメント・センター長 喜多川 和典 氏 

日産自動車株式会社 企画・先行技術開発本部 材料技術部  
環境・サーキュラーエコノミー材料開発グループ 主管 美藤 洋平 氏 

  

日 時 
受講方法 
会 場 

2025 年１月２２日（水） 午後１時３０分～４時 
会場受講／ライブ配信／アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可） 
紀尾井フォーラム 東京都千代田区紀尾井町４－１ ニューオータニガーデンコート１Ｆ 

 

Ⅰ．欧州の自動車リサイクルの現状と今後 喜多川 和典 氏 【13：30～14：40】 

欧州における使用済み自動車（ELV）指令は 2000 年に発効され、強制的なリカバリー目標値 95％をほとんどの加盟国

が達成している。現在、新たに公表された ELV 規則法案では、新たに再生材含有量の義務的な目標値が規定された。

プラスチック材では 2030 年頃までに 25％以上を含むことが要求され、他の材料にも拡張される見込み。 

本講演では、自動車に含有の再生プラスチックの種類、製造技術、調達に必要な条件等について詳しく解説する。

また、再生材含有を義務付ける EU のサーキュラーエコノミー政策の背景等も合わせて解説する。   

１．EU CE 行動計画の概要 

２．EU におけるプラスチック戦略 

３．EU における ELV 指令の現状 

４．新しい ELV 規則法案を巡る 

プラスチックの循環利用に関する EU の考え方 

５．再生プラスチック調達に関わる 

サプライチェーン管理に必要な変革 

６．質疑応答／名刺交換 

Ⅱ．自動車のサーキュラーエコノミーに向けた包括的な材料開発の取り組み  

美藤 洋平 氏 【14：50～16：00】 

車両の電動化や軽量化が進む中、より高価なレアメタルやアルミ、樹脂部品の使用量が増えている。これらの材料は

製造時 CO2 排出をはじめとする環境負荷が大きいものが多く、資源枯渇への対応のみならず CO2 低減に向けて資源

循環をはじめとした CE の必要性が高まっている。 

そこで、環境経営計画であるニッサン・グリーンプログラムにて CE コンセプトを掲げ推進している、“資源の有効活用

の推進”と“資源循環”に関する取り組みについて紹介する。 

１．日産自動車の環境戦略・CE コンセプト 

２．CN 時代の CE の必然性 

３．日産自動車の CE の取り組み 

４．現状の課題とありたい姿 

５．今後、取り組むべき方向性 

６．質疑応答／名刺交換 
  

ＰＲＯＦＩＬＥ  喜多川 和典（きたがわ かずのり）氏 
 

  

長年にわたり、行政・企業の環境に関わるリサーチ及びコンサルティングにあたる。上智大非常勤講師、 NEDO 技術委員、

JARC 監事、自動車リサイクル高度化財団業務委託委員、 （一社）資源リバランス研究会理事、経済産業省循環経済ビジョン

研究会委員（平成 30 年度～令和元年度）、ISO TC323 Circular Economy 国内委員会委員（2019 年～2023 年 3 月）。

おもな著書に、「サーキュラーエコノミー 循環経済がビジネスを変える」勁草書房、「環境・福祉政策が生み出す新しい

経済 “惑星の限界”への処方箋」岩波書店、「プラスチックの環境対応技術」情報機構、「材料の再資源化技術事典」日本

工業出版、「プラスチックのケミカルリサイクル技術」シーエムシー出版（いずれも共著）がある。   
ＰＲＯＦＩＬＥ  美藤 洋平（びとう ようへい）氏 

 
  

2005 年に日産自動車に入社し、バイオ燃料対応や省燃費エンジン油開発といった燃料・油材開発を担当。将来のニーズ

を捉えた材料技術開発戦略や資源価格高騰抑制のための開発戦略などの Renault とのアライアンス技術企画を経て、

2018 年に主担として CN や CE に関する全社環境戦略や TCFD 対応などを担当。その後、CN,CE に向けた材料開発戦略

やバッテリーリサイクル材開発、車両プロジェクトでの製品含有化学物質管理を幅広く担当。2024 年に環境・CE 材料開発

グループ主管として、CN,CE 戦略、化学物質や車室内 VOC 管理に加え、アルミ、樹脂、電動 PT 用レアメタルに関する

リサイクル材料の開発をリーディングしている。    



 
●受  講  料 各受講方法 １名につき ３３，９９０円（税込） 

同一のお申込フォームよりお申込の場合、２人目以降 ２７，５００円(税込) 
※会場又はライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 
 
 

 

二次元バーコード、又は FAX にてお申し込み下さい。 
折り返し受講証、請求書、会場地図（会場受講のみ）をメール（PDF）にてお送りいたします。 
お申込み後、３営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
（セミナー会場にて受講される方は受講証画面を提示、もしくはプリントアウトしてご持参ください） 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 

その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 
事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので受講証に同封の用紙でご連絡下さい。 
■ライブ配信について 
＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、開催日時に

Zoom へご参加ください。 
■アーカイブ配信について 
＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 
＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。   

１月２２日（水）      「欧州の自動車リサイクル動向と日産の CE」          申込日   月   日 

貴 社 名 
 

所 在 地 
〒                                     〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
 

※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。   

通 信 欄   

 

●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 
□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 

※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方には Amazon ギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 

※上記お申込フォームに、ご登録情報（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職・メールアドレス）をご記入下さい。 
 

■主催（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 

〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 
※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。 ２５０３９－V  

詳細・お申込はこちら↓ 

 

 


